


新年のごあいさつ
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折 原 史 年

常勤監事
今 井 清 志

非
常
勤
役
員

の
紹
介

　

謹
ん
で
、
新
春
の
お
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
け
る
新
年
の
良
き
門
出
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
格
別
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
景
気
が
回
復

す
る
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
か
ら
始
ま
り
、
産
油
国

の
減
産
や
、
為
替
変
動
を
背
景
に
、
燃
料
や
生
産
資

材
の
価
格
高
騰
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
り
、
農
産
物
へ
の
影

響
も
大
き
く
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
昨
年
は
、
各
行
政

に
対
し
農
業
者
の
経
営
安
定
と
営
農
継
続
に
向
け
た
、

緊
急
的
な
助
成
策
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ

と
し
て
も
、
生
産
資
材
に
お
い
て
一
部
主
要
銘
柄
を

特
別
価
格
で
の
販
売
や
、
Ａ
重
油
、
軽
油
の
値
引
き

販
売
を
行
い
、
独
自
の
支
援
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
経
営
基
盤
の
強
化

に
お
い
て
は
、
支
店
と
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
再
編

に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
、
今
年
３
月
に
は
現
在
の
９
支
店
か
ら

８
支
店
と
な
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
支
店
の
再
編
計
画

は
完
了
と
な
り
ま
す
。
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
南
部
地
区
の
統
合
に
向
け
て
現
在
協
議
を
進
め

て
お
り
、
店
舗
を
大
型
化
す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
業
務
の
専
門
性
と
機
能
性
の
向
上
や
相
談

業
務
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
出
向
く
体
制
の
強
化
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
６
年
ぶ
り
に
職
員
が
集
ま

る
「
Ｊ
Ａ
南
彩
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
」
を
開
催
し
、

役
職
員
で
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

意
思
統
一
を
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
も
出
向
く
体
制

を
強
化
し
、
お
客
さ
ま
の
玄
関
先
が
Ｊ
Ａ
の
窓
口
に

な
れ
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
「
地
域
に
寄
り
添
い
、
未
来

に
繋
ご
う
」
を
合
言
葉
と
し
て
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
を

通
じ
、
組
合
員
の
営
農
と
く
ら
し
の
向
上
に
努
め
、

い
つ
ま
で
も
『
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
必
要

と
さ
れ
、
お
役
に
立
つ
Ｊ
Ａ
』
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し

て
本
年
が
よ
り
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
め
ざ
し
て

代
表
理
事
組
合
長
　
菊
　
池
　
義
　
雄
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いいちごちご狩り狩り 内容は予告なく
変更することがございます。

菖蒲グリーンセンター　TEL  0480-85-4444　9 : 00～17 : 00

※ 予約受付は菖蒲グリーンセンターで、団体さまのみとさせていただきます。受入れ人数には限りがあるため、ご予約いた
だけない場合がございます。またご予約いただきましても生育状況等により食べられない品種があることもございます。

※ マイクロバスで行くいちご農家へのいちご狩りは予約不可とさせていただきます。このため混雑状況等により乗車待ち時
間が発生する場合がございます。また、マイクロバス運行のない日もございますので、事前にご確認ください。

※発熱等、体調不良のある方のご来園はご遠慮ください。

菖蒲グリーンセンター
制限時間45分

1月6日～
4月7日まで

4月8日～
5月6日まで

5月7日～
閉園まで

中学生～大人 2,300円 1,800円 1,000円

小学生・65歳以上
（要証明書） 2,000円 1,600円 1,000円

幼児（3歳～未就学） 1,600円 1,200円 600円

いちご農家
制限時間30分

1月6日～
4月7日まで

4月8日～
5月6日まで

5月7日～
閉園まで

小学生～大人・
65歳以上 1,800円 1,500円 1,000円

幼児（3歳～未就学） 1,200円 1,000円 600円

期間　１月６日㈯～５月中旬 入園時間　平日・土日祝　9：30～15：00

※ 菖蒲グリーンセンターでは、摘み取りながらお召し上がりいただく方法と摘み取りとお召し上がりいただく場所が異なる
方法を行っており、場所の移動時間を含め、制限時間を45分間とさせていただきます。いちご農家は制限時間を30分間
とさせていただきます。

※ 苺の生育状況および天候不順により休園させていただきます。また、開催する場合には、菖蒲グリーンセンターといちご
農家の選択をすることができませんので、予めご了承ください。

料
　
金

2歳以下（3歳未満）は無料
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地域の活性化（対話・意思反映）地域の活性化（対話・意思反映）
「准組合員モニターミーティング」
　ＪＡ南彩は、農業や地域経済の発展を農業者と共
に支えるパートナーである准組合員の皆さまからご
意見・ご要望をお聞きし、皆さまの声をＪＡの事業
運営に反映させていきたいと思っています。昨年度
に引き続き、令和５年度も農産物直売所に焦点をあ
て「第１回准組合員モニターミーティング」を８月
29日に開催し、久喜直売所「キラリ直売館」の見学
とＪＡ南彩のＰＢ商品「梨カレー」の試食会を行い
ました。ＪＡの組織と事業説明のあと、「キラリ直売
館」やＪＡ南彩の運営、改善点などの意見交換をしました。また、「梨カレー」のリニューアルを予定して
おり、大変貴重なご意見をいただきました。下半期に第２回を開催する予定となっております。

農業所得増大・農業生産の拡大農業所得増大・農業生産の拡大
「青パパイヤ目揃会」
　ＪＡ南彩は青パパイヤ栽培に取組んで
から７年目となります。今年、生産者か
ら依頼され用意した苗は1,500本ほどで
した。
　青パパイヤは主に市場を通して県内量
販店に出荷されます。ＪＡ各農産物直
売所や加工品用にも出荷され、最盛期は
10月中下旬です。

「農業用ドローンによる病害虫防除」
　地域農業の抱える課題として人手不足が深刻な問題となって
おり、対応策として農業用ドローンによる農作業受託の導入を
行っております。昨年度は水稲や麦の病害虫防除を中心に（約
71ha）実施しました。今年は職員７名体制で散布面積90haを
目標としています。薬剤の準備から農薬散布等、防除に関する
一連の作業をＪＡが請負い､ 作業の省力化や生産性の向上をは
かります。

地域密着型サービスの展開地域密着型サービスの展開
　令和５年度下半期はＪＡ南彩各地区で、相続相談会やセミナー、農業者向け資産形成・運用セミナーの開
催を予定しておりますのでご期待ください。
　今後とも、ＪＡ南彩は、地域になくてはならないＪＡであり続けるため、自己改革の実践を支える持続可
能な経営基盤の確立・強化とともに、組合員との徹底した対話を通じ、総合事業を基本として「不断の自己
改革」に取組んでまいります。

令和５年度上半期にＪＡ南彩が取組んだ　自己改革・アクションプラン一部紹介

なんさい 4



「組合員との対話集会」で、組合員の方々を対象に、自己改革の取組み状況を説明し、
ＪＡ南彩の自己改革の取組み、11月に行われた総代選挙に関する地域の課題や女性総代
登用についての意見交換をいたしました。いただいた意見は今後のＪＡ南彩の運営や計画
に反映させていきます。
　意見交換会で組合員の方々からは農家の後継者不足に対しての取組みや、農業経営の厳
しい現状に対して、ＪＡへの意見や要望があり、ＪＡ役員が組合員の意見に耳を傾け回答
をいたしました。ＪＡ南彩は今後も組合員の方々との対話活動を積極的に行い、「ＪＡ南
彩の自己改革」の取組み強化を行ってまいります。

「JA南彩の自己改革」について「JA南彩の自己改革」について
　ＪＡ南彩は、平成28年度より、組合員との徹底した対話に基づいて、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」
「地域の活性化」を基本目標とする創造的自己改革の実践に全力で取組んできました。
　これまでに自己改革として、担い手経営体への個別対応や労働力確保対策、マーケットインに基づく販売
方式への転換、生産資材の総合的なコスト引下げへの強化に取組んだほか、直売所・量販店による販売強化、
特産品の販路拡大などの取組みをすすめてきました。

各地区で組合員の皆さまと各地区で組合員の皆さまと
対話集会対話集会を開催いたしましたを開催いたしました

組合員の方々と意見交換をする役職員（春日部地区）
自己改革について説明する

菊池組合長

特集
1
開催地区 開催日

岩槻地区 令和５年12月６日

春日部地区 令和５年12月７日

蓮田地区 令和５年12月７日

白岡・宮代地区 令和５年12月11日

久喜地区 令和５年12月12日

菖蒲地区 令和５年12月12日
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重点施策（主な取組み）
令和５年度の目標・取組み実績

令和５年度 令和５年度上半期の取組み実績
⑧Web受発注システムの導入 ● 組合員からの受注およびＴＡＣ等のモバ

イル機能受注導入による効率化
● 組合員からの受注およびＴＡＣ等のモバ
イル機能受注導入による効率化

・ インターネット注文方式の対応による組
合員の利便性向上

・ ＪＡと全農間のWeb発注について課題
も多く、課題をクリアした中で組合員か
らのインターネット注文は令和６年度稼
働を目指します。

・ ＪＡと全農間のWeb発注について課題
も多く、課題をクリアした中で組合員か
らのインターネット注文は令和６年度稼
働を目指します。

⑨ 直売所の集客（リピート）率向上への取
組み

● 特典付き専用カゴの利用者拡大及びタイ
ムセール等の充実

●タイムセ－ルは曜日セ－ルに変更し実施中
●各直売所、毎月イベントを実施

・来店客数目標
岩槻農産物直売所　　　年間122,000人
久喜農産物直売所　　　年間142,000人
菖蒲グリーンセンター　年間524,000人

・来店客数目標
岩槻農産物直売所　　　年間121,000人
久喜農産物直売所　　　年間141,000人
菖蒲グリーンセンター　年間516,000人

・来店客数実績 【９月末】
岩槻農産物直売所　　　年間 65,807人
久喜農産物直売所　　　年間 64,409人
菖蒲グリーンセンター　年間251,985人

●「地域の活性化」への貢献
重点施策（主な取組み）

令和５年度の目標・取組み実績
令和５年度 令和５年度上半期の取組み実績

①准組合員直売所モニター制度の確立 ●意見交換会の開催
●アンケートの実施

●久喜直売所見学
●意見交換会の開催
● アンケートの実施（久喜直売所、梨カレ
ーについて）

・ モニターを募集して意見交換会やアンケ
ートの実施。

・ モニターを再選定し、年に２回以上の意
見交換会を行います。

・ 第１回８月29日開催　准組合員17名参加
・次回令和６年１月開催予定

② 認知症施策に対するＪＡの支援体制の構
築

●認知症サポーター養成講座の開催
●ミニデイサービスの開催
●健康教室の開催

●認知症サポーター養成講座の開催

・ 認知症サポーター養成講座、ミニデイサ
ービス、健康教室の開催（女性部と連携
し、３年間で全支部実施）

・ 各項目を７支部中２支部実施（２か年計
５支部） ・女性部　宮代支部実施（９名）

③組合員のデジタル技術向上に向けた支援 ●ＪＡスマートフォン教室等の開催 ●ＪＡスマートフォン教室等の開催
・ＪＡスマートフォン教室等の開催 ・取組件数　１団体（２か年計２団体） ・蓮田市農業青色申告研究会（８名）

●地域密着型サービスの展開
重点施策（主な取組み）

令和５年度の目標・取組み実績
令和５年度 令和５年度上半期の取組み実績

①農業領域への取組み

●農業融資体制の構築・強化
●貸出強化プランの実践
● 営農経済事業部門と連携し、相談機能の
充実

● 農業者向け資産形成・運用セミナーの開
催

● ＴＡＣ会議で農業融資研修会を実施
● 農機展示会で農業融資のＰＲを実施
● ＴＡＣに各管内融資拡充強化検討会議
（隔月開催）に参加してもらい、情報共
有を行っている。

・農業融資新規実行額
・農業融資残高
・ 農業者向け資産形成・運用セミナーの開
催

・農業融資担当者をローンセンターへ配置
・農業融資新規実行額　225百万円
・農業融資残高　619百万円
・各管内でセミナーの開催

・農業融資担当者を融資課へ配置
・農業融資新規実行額　70百万円
・農業融資残高　552百万円
・セミナーは下期に開催予定

②生活資金ニーズへの対応

● 住宅ローン提携先との連携強化で住宅ロ
ーンの伸長

●ＪＡネットローンの取組強化
●Web広告の実施
●提携住宅業者との連携施策の実施

●住宅ローン提携先と引続き連携強化
●電子契約サブシステムは１年間の延期
●Web広告は下期に実施予定
●提携住宅業者との連携施策は検討中

・住宅ローン新規実行額
・Web広告効果

・住宅ローン新規実行額　3,600百万円
・ 提携住宅業者と連携しＪＡ住宅ローンの
ＰＲの実施

・住宅ローン新規実行額　1,772百万円
・ 提携住宅業者と連携しＪＡ住宅ローンの
ＰＲを引き続き実施

③資産形成・運用ニーズへの対応
●ＬＰＣを活用した提案活動の実施
●推奨資格の積極的な取得を促し人材育成
●セミナーの開催

●ＬＰＣと信連職員による同行訪問を実施
●投資信託キャンペーンの実施
●ＡＦＰ養成研修、３級ＦＰ研修の案内

・投信契約残高等
・投資信託残高　1,500百万円
・つみたてNISA獲得件数　485件
・iDeCo獲得件数　20件

・投資信託残高　734百万円（48.9％）
・つみたてNISA獲得件数 198件（40.8％）
・iDeCo獲得件数　０件

④資産相談機能の提供 ● 専門家を活用した相続相談会・相続セミ
ナーの開催

● 専門家を活用した相続相談会・相続セミ
ナーの開催

・相談会実施 ・各管内で年１回開催 ・２月に２箇所で開催予定

⑤全契約者・組合員に寄り添う活動の実践 ●全契約者、組合員への３Ｑ活動の実践
● 組合員・利用者の安心と満足をお届けす
るため３Ｑ活動を通じ、近況確認、保障
内容の確認・点検を実施。

・ ライフプランにあわせた細やかなニーズ
喚起と安心・満足の提供

・ ３Ｑ訪問(オンライン面談含む)による近
況確認・あんしんチェック、３Ｑコール
(電話による近況確認)活動実施率100%

・３Ｑ訪問による近況確認実施率　19.0%
・あんしんチェック実施率　18.4%
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『創造的自己改革の実践』『創造的自己改革の実践』
JA南彩自己改革　令和５年度上半期の取組み結果についてJA南彩自己改革　令和５年度上半期の取組み結果について

ＪＡ南彩中期３か年計画にかかるアクションプラン

長　　期
ビジョン
（経営戦略）

○地域農業戦略の見直し・実践により農業所得の向上につとめます。
○ 組合員・地域住民のくらしを守るため、総合力を発揮して各種事業活動を通じて総
合的な支援を行います。
○総合事業性を発揮するため、ＪＡ経営健全性の確立につとめます。

　ＪＡ南彩では『持続可能な農業・地域共生の未来づくり～不断の自己改革によるさらなる進化～』をメイ
ンテーマとし、「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」への挑戦、「地域の活性化」への貢献、「アクティブ・
メンバーシップ」の確立を目指して取組んでいるところです。
　自己改革の取組みを着実に実行させるため自己改革進捗状況を策定しましたので、令和５年度上期の進捗
状況をご報告いたします。

●農業者の所得増大・農業生産の拡大への挑戦
重点施策（主な取組み）

令和５年度の目標・取組み実績
令和５年度 令和５年度上半期の取組み実績

①担い手資金支援
ＪＡ南彩独自の助成事業（ＪＡ南彩農業振興
支援事業　農業振興目的積立金7,500万円）

●新規就農者支援事業
●園芸栽培振興支援事業
●労働力軽減支援事業

●新規就農者支援事業
●労働力軽減効率化支援事業
●担い手要望支援事業

・新規就農者支援事業
・園芸栽培振興支援事業
・労働力軽減支援事業
（助成金額600万円×３ヵ年=1,800万円）

・助成金総額600万円
　（２か年計1,200万円）

・新規就農者支援事業　　　　215万円
・労働力軽減効率化支援事業　 8万円
・担い手要望支援事業　　　　145万円
　　　　合計　　　　　　　　368万円

②担い手経営体への労働力確保対策
　（無料職業紹介事業）
・ 無料職業紹介所・ＪＡ南彩あぐりサポート
・ 梨栽培サポーター・ＪＡグループさいた
ま求人広告サービス「農業ジョブ」・援
農ボランティアの活用

●求人・求職者募集
●求人掲載申込募集
●援農ボランティアの紹介

●求人・求職者募集
●求人掲載申込募集
●援農ボランティアの紹介

・ＪＡ南彩あぐりサポート
　求人登録36件・求職登録39人

・ＪＡ南彩あぐりサポ－ト
　 求人登録34件　求職登録37人
　採用30人（累計）
・ＪＡグループさいたま求人広告サービス
　「農業ジョブ」

・ＪＡ南彩あぐりサポ－ト
　 求人登録46件　求職登録49人
　採用３人
・農業ジョブ
　求人企業17件　応募91人　採用12人

③生産者の所得増大に向けた販売強化 ●新規作物提案・作付拡大 ●新規作物提案・作付拡大
業務用米　92ha、飼料用米等　350ha
かぼちゃ栽培　100a、青パパイヤ栽培　
1,700本、カラフル人参栽培　75a、アス
パラガス栽培　50a

業務用米　81ha、飼料用米等　340ha
かぼちゃ栽培　95a、青パパイヤ栽培　
1,650本、カラフル人参栽培　70a、アス
パラガス栽培　40a

業務用米　87ha、飼料用米等　377ha、
かぼちゃ栽培　85a、青パパイヤ栽培　
1,638本、カラフル人参栽培　6a(作付拡
大中止）代替え：カリフラワー作付け、ア
スパラガス栽培　55.5a

④担い手確保対策（新規就農者支援）
● 県農林振興センターや行政と連携して、
就農支援パッケージの策定及び支援体制
の整備

● 県農林振興センターや行政と連携して、
就農支援パッケージの策定及び支援体制
の整備

・新規就農者支援 ・新規就農者支援９件（２か年計18件） ・新規就農者支援５件
⑤農業経営支援による所得増大の支援 ●令和６年度の導入に向けた視察等の実施 ●令和６年度の導入に向けた視察等の実施
・ 農業経営管理支援事業（青色申告の記帳
代行）に取組みます

・ 青色申告の記帳代行導入について研究・
検討

・視察先ＪＡへの問い合わせ
・システム業者との打ち合わせ
・税務署への相談

⑥ 農業用ドローンによる労働力支援及び生
産拡大

● 農業用ドローンによる麦防除・水稲除
草・水稲防除の実施

● 農業用ドローンによる麦防除・水稲除
草・水稲防除の実施

・ 農業用ドローンによる組合員の農作業の
省力化や生産性の向上を図る

・麦防除　　30ha
・水稲除草　30ha
・水稲防除　30ha　　合計90ha

・麦防除　　19.6ha　
・水稲除草　34.7ha
・水稲防除　25.5ha　
・水稲追肥　10.1ha
・その他　　 3.5ha　　合　計　93.4ha

⑦ 銘柄集約肥料等（高度化成肥料やＰＢ肥
料）の取扱拡大によるコスト低減 ●出向く推進等による銘柄集約の取扱拡大 ● 出向く推進等による銘柄集約の取扱拡大　

【９月末】
・ＰＢ　　　10銘柄　27,600袋の取扱い　　　
・高度化成　 ４銘柄　21,000袋の取扱い

・ＰＢ　　　10銘柄　27,300袋の取扱い　　　
・高度化成　 ４銘柄　20,700袋の取扱い

・ＰＢ　　  10銘柄 2,935袋の取扱い　　　
・高度化成　４銘柄 4,428袋の取扱い　
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カ メ ラ ニ ュ ー ス

北部（久喜・菖蒲）12月９日
久喜ライスセンターにて

農 業 祭 産 業 祭

ふれあい感謝祭

11月18日・19日11月18日・19日
さいたま市農業祭さいたま市農業祭

11月23日11月23日
第48回春日部農業祭第48回春日部農業祭

11月20日（撮影日）11月20日（撮影日）
コスモスの散歩道コスモスの散歩道

10月14日・15日10月14日・15日
第27回かすかべ商工まつり第27回かすかべ商工まつり

10月29日10月29日
第34回みやしろ産業祭第34回みやしろ産業祭

宮代

11月18日11月18日
第１回しらおか秋の彩りフェスタ第１回しらおか秋の彩りフェスタ

中部（蓮田・白岡・宮代）12月２日
蓮田市総合文化会館にて

南部（岩槻・春日部）12月９日
春日部営農経済センターにて

　秋の収穫を祝うイベントが各地区で開催され、多くの来場者で
賑わいました。
　生産者が丹精込めて作った野菜や果物、花卉などの販売が行わ
れたほか、様々な模擬店も出店し、イベントは大盛況となりました。

岩槻 春日部 白岡

彩の国食と農林業ドリームフェスタ

11月25日 11月26日

なんさいなんさい
小町小町

　11月20日
　栢間小学校ゆうゆう会

ＪＡ南彩は、各地区を拠点に
組合員、地域住民とのふれあ
い活動を通じて、地域農業と
生活の向上に取組んでいます。

　11月20日
　栢間小学校ゆうゆう会

地区
ふれあい
活動

地区
ふれあい
活動

11月14日　県民の日　
　　県庁オープンデー　

なんさい 8



 今年も順調！岩槻くわい共販組合初出荷
　12月10日、ＪＡ南彩管内岩槻地区の岩槻くわい共販組合で、
生産者３名、全農さいたま職員２名、ＪＡ南彩役職員５名が参
加し、くわいの初出荷が行われました。
　今年は高温による生育の遅れからくる収量の低下が懸念され
ましたが、生産者の努力により、大玉で高品質な仕上がりとな
りました。
　生産者は、「例年にない厳しい気象条件で生育状況が心配で
したが、品質の良いくわいが出荷できました。岩槻地区は独自
に残留農薬の調査をしており安全性はもちろんのこと、品質に
も大変こだわっています。総収量も例年並みに取れそうで一安
心です。おせち料理などで岩槻のおいしいくわいを食べてもら
いたいです」と話していました。 くわいの出来を確認する参加者

さいたま市へ支援に関する
要望書を提出しました
　11月30日、ＪＡ南彩の菊池組合長はＪＡさいたまの清水節
男組合長と共にさいたま市役所を訪問し、生産資材やエネルギ
ー分野の価格高騰、猛暑の影響による農業者の支援に関する要
望書を提出いたしました。
　内容は「農業者の経営安定と営農継続に向けた緊急的な助成
支援」「新規就農や地域農業の維持と発展に対する支援の継続、
それに伴う農業予算の更なる充実」について要望いたしました。

左から　 菊池組合長　さいたま市 下村勝己経済局理事　
ＪＡさいたま 清水節男組合長

春日部支部　11月16日
オーラルケアについて

蓮田支部　11月13日
水稲講習会

宮代支部　11月16日
睡眠セミナー

菖蒲支部　11月16日
多肉植物の寄せ植え教室

白岡支部　12月７日
健康体操

女性部女性部女性部  女性部に 女性部に
参加しませんか参加しませんか

　JA南彩女性部は女性に共通する願い

を実現したり、地域に根ざした活動を

目指します。

申込み・問合せ
お近くの支店・
営農経済センターまで

目指します。

部員
募集

11111111111111
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　12月６日、千葉文化センターで、ＪＡ青年の主張関東甲信越大会に、埼玉県代表として
青年部部長吉田雅さんが出場いたしました。
　先ごろの県大会で県知事賞を受賞し、さらに今大会に向け内容を充実させ「農福連携への
挑戦　未来に向かってステップアップ」のタイトルで県代表らしく堂々と発表されました。
　厳選なる審査の結果、見事に最優秀賞を受賞し、関東甲
信越地区代表として２月28日・29日、都内で開催される
全国大会への出場が決まりました。全国大会では「農福連
携の素晴らしさを全国へ発信していきたい」と意気込みを
話してくださいました。

最優秀賞おめでとう！吉田さん

　12月６日、千葉文化センターで、ＪＡ青年の主張関東甲信越大会に、埼玉県代表として

なんさい 10





エリアマネージャー
統括副支店長
清水　和夫

渉外リーダー
係長
林　潤

白岡地区

渉外担当者
小川　沙希

渉外担当者
深谷　幸哉

渉外担当者
武村　龍一

渉外担当者
鈴木　康彦

渉外担当者
齋田　矩明

渉外担当の役割は、
　組合員や地域の皆さまのお宅へ訪問活動を行っております。アフターフォローを中心に、金融の各種商品・ 共済サービス等を提案し、より安心で豊かな暮らしの支えになれるよう貢献しています。

あなたの地域のあなたの地域の 渉外担当者渉外担当者 です

白岡大山支店

　組合員、地域の利用者の皆さま
に、安心と満足の提供を行ってい
きます。また、訪問活動を中心に
出向く体制を行っていきます。こ
れからもどうぞよろしくお願い
します。

統括支店長
坂巻　隆弘

お気軽にご相談く
ださい

／／

 なな
44

んん
44

でもまかせてくだでもまかせてくださいさい
4 44 4

 ／／

／／

 なな
44

んん
44

でもまかせてくだでもまかせてくださいさい
4 44 4

 ／／
　組合員や地域の皆さまのお宅へ訪問活動を行っております。アフターフォローを中心に、金融の各種商品・ 共済サービス等を提案し、より安心で豊かな暮らしの支えになれるよう貢献しています。

ですです

／／

 なな
44

んん
44

でもまかせてくだでもまかせてくださいさい
4 44 4

 ／／
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渉外担当者
佐々木　聖也

渉外担当者
栗原　寿将

渉外担当者
関根　陽介

渉外担当者
中里　健一

渉外担当者
白石　智

私たちが

渉外担当の役割は、
　組合員や地域の皆さまのお宅へ訪問活動を行っております。アフターフォローを中心に、金融の各種商品・ 共済サービス等を提案し、より安心で豊かな暮らしの支えになれるよう貢献しています。

私たちが

渉外担当の役割は、

あなたの地域のあなたの地域の 渉外担当者渉外担当者 ですです

　支店統合まで残り２ヶ月あ
まりになりましたが、渉外
担当２名を中心に支店職員一
同、組合員及び利用者の皆さ
まに引続き利用していただ
き、不便のないよう訪問活動
を行ってまいります。

渉外担当者
副支店長
森田　忍

渉外リーダー
副支店長
中野　和之

支店長
岩崎　延征

新和支店

　岩槻城北支店は、令和
５年３月13日にオープ
ンした新しい支店です。
地域の皆さまになくては
ならないと言っていただ
ける支店になれるよう、
職員一同、一生懸命頑張
ります。

支店長
太田　和也

岩槻地区

私たちにお任せく
ださい

岩槻城北支店

特集
2

／／

 なな
44

んん
44

でもまかせてくだでもまかせてくださいさい
4 44 4

 ／／
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農業者賠償責任共済『ファーマスト』3つのポイント
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営農情報 お問い合わせ
●JA南彩　営農経済部　営農支援課　048（720）8092

農業者賠償責任共済『ファーマスト』3つのポイント

注意事項

【共済掛金の払込方法・払込経路】
共済掛金は、全額を一時払いにてお払込みください。また、共済掛
金の払込経路は、口座振替扱い、持参扱いからお選びいただきます。

（注）自動継続時の共済掛金の払込経路は口座振替扱いに限ります。
【満期共済金・割りもどし金】
この共済には、満期共済金・割りもどし金はありません。

【解約と解約時の払いもどし金】
ご契約を解除される場合は、組合までお申し出ください。なお、
解約に際しては、ご契約時の条件により、ご契約の共済期間のう
ちまだ到来していない期間に対応する共済掛金を払いもどし金と
してお支払いする場合があります。詳細は組合までお問い合わせ
ください。

農業に関する
幅広い

賠償責任を
カバーします。

農業面積と支払
限度額に基づく、

分かりやすい
共済掛金設定です。

自動継続の
ため、

継続手続き
不要です。

※詳細はTAC通信にも掲載してあります。

※お問い合せ先は上記に記載しております。15 なんさい



令和５年12月から令和５年12月から

運用スタート！運用スタート！

農業関連求職希望求職希望
の皆さまへ

アプリでお仕事を探しませんか？アプリでお仕事を探しませんか？

利用には簡単な登録手続き（無料）が必要です。

下記の利用方法（ダウンロード）をご確認く

ださい。

App StoreまたはGoogle Playにアクセスしdayworkで検索し、
アプリをダウンロードしてください。

アプリを起動したら画面下にあるマイページのボタンを押します。
ご利用にはアカウントが必要です。アカウントの作成ボタンを押し、必要な情報
を入力してアカウントを作成します。これでログイン可能になります。

問い合わせ先　営農経済部 営農支援課　ＴＥＬ 048-720-8092

毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。TAC通信
　宮代地区（中部エリア）担当の岡安です。
　今回は農業において発生するさまざまな賠償リスクを幅広く保障する農業者賠償責任共済『ファーマスト』
についてお話しします。
　農業者賠償責任共済は「生産」から「出荷・販売後」までに想定される農業者に関する幅広いリスクを保障
します。以下は保障内容の一部です。
　⒈   施設賠償　農地や農業施設の不備による賠償責任を保障します。例えば観光農園で、はしごに不備があ

り、お客さまがケガをした際に保障をいたします。
　⒉   生産物賠償　生産物によって生じた賠償責任を保障します。例えば直売所や観光農園で販売したジャム

が原因でお客さまが食中毒を起こした際に賠償をいたします。
　⒊   保管物賠償　他人から預かった物に対する賠償責任を保障します。例えば他人から預かったアルミ棚板

を何者かに盗難された場合、保障をいたします。
　⒋   生産物回収費用　生産物賠償等に伴いかかった回収費用を保障します。例えば出荷した農作物から基準

値を超える農薬の残留が発見されたため同時期の出荷品を回収しなければならなくなった場合、回収費
用を保障いたします。

　ご紹介させていただいた例はあくまでも一例です。
　農業者賠償責任共済は農業を目的として所有または管理する「田、畑(樹園地を含む)、採草放牧地、ため池、
雑種地等、宅地、畜舎、温室その他農産物を生産するための施設が所在する土地」の面積の合計に対して保
障をします。掛金は農地面積に応じて変動します。※共済掛金例は営農情報をご確認ください。
　また、上記以外の農地面積の掛金等、その他ご不明点がございましたら、各ＴＡＣ職員までご連絡お願い
いたします。

お問い合わせ　お近くのJA 又は JA全農さいたま農機課　TEL 048-559-0315
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第62回

農業機械大展示会
JAグループさいたま アグリマシンフェア

住所／埼玉県加須市志多見1700-1
TEL ／ 0480－61－4126㈹

日時
令和６年令和６年

1／1／2727土土・・2828日日
9：00～15：00 9：00～14：00

●水田、畑作、園芸用各種農業機械●水田、畑作、園芸用各種農業機械
●中古農業機械コーナー●中古農業機械コーナー

出展
内容

主催／ 埼玉県内JA・埼玉県JA農機協議会・全国農業協同組合連合会
埼玉県本部

協賛／全農埼玉県本部取扱メーカー各社・埼玉県農業協同組合中央会
　　　 埼玉県信用農業協同組合連合会・全国共済農業協同組合連合会 

埼玉県本部　埼玉県農業共済組合

大展示会大展示会大展示会
会場

むさしの村むさしの村
特設会場特設会場

お問い合わせ　お近くのJA 又は JA全農さいたま農機課　TEL 048-559-0315

ＪＡ南彩生産資材等価格高騰対策
ＪＡ南彩は生産者の皆さまを応援します
ＪＡ南彩では近年の情勢により、肥料等の生産資材価格が急騰していることから、
「ＪＡ南彩生産資材等価格高騰対策」として、特別価格で販売いたします！

この機会に是非ご検討ください！

春 肥 料 農 薬
一部主要銘柄について

予約価格よりお得な特別価格で販売
（例）南彩水稲専用１号 20kg
　　　予約価格　 3,980円（税込）

　　　特別価格 3,780円（税込）

対象品目：肥料 28品目、農薬 19品目
銘柄の詳細と特別価格は

令和６年産春肥料農薬注文書にて確認ください

園 芸 用 燃 料
ローサルＡ重油と軽油について

特別値引きで販売

Ａ重油　△5円（税込）/ℓ
軽　油　△3円（税込）/ℓ

注文受付期間
令和６年３月31日㈰まで

ご注文はお近くの営農経済センター
または燃料配送センター

●会場内は禁煙とさせていただきます。

17 なんさい



  相 談会のご案内 JAでは相談会を開催しています。お気軽にご利用ください。

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

inform
ation 

 
inform

ation 
営農相談会改め

営農相談コーナーの開設について
直売所・出荷場等を中心に、病害虫防除・雑草防除の営農
相談コーナーを開設いたします。（不定期開催）

1月17日㈬
2月7日㈬

岩槻農産物直売所
あさつゆの里

９：30～11：00
048-798-8311

1月25日㈭
2月14日㈬

久喜農産物直売所
久喜キラリ直売館
９：30～11：00
0480-25-1183

1月31日㈬
2月21日㈬

菖蒲グリーンセンター
９：30～11：00
0480-85-4444

税務相談会
税務相談会は事前予約制となっておりますので、それぞれの開催日１週間前までにお電話でのご予
約をお願いいたします。（ご予約いただけない場合は受付できません）ご予約がない場合は開催中止
となりますのでご注意ください。

１月10日㈬
２月９日㈮
岩槻城南支店
9:30～12:00
048-798-3345

２月６日㈫
春日部支店
10:00～15:00
048-736-5501

１月17日㈬
２月15日㈭
蓮田支店
9:30～12:00
048-768-2190

１月10日㈬
２月６日㈫
宮代支店
9:30～12:00
0480-32-0102

１月23日㈫
２月20日㈫
白岡大山支店
13:30～15:30
0480-92-2315

１月23日㈫
２月20日㈫
久喜江面支店
9:30～12:00
0480-21-1101

１月10日㈬
２月６日㈫
菖蒲南支店
13:30～15:30
0480-85-1022

◎ お近くのセブン銀行、ローソン銀行のATMでもご利用いただけます。（キャッシュカード使用で、入出金のみ）
◎ お近くのイーネット（ファミリーマート、スリーエフの一部店舗を除く）ATMでもご利用いただけます。（キャッシュカード

使用で、入出金のみ）

　　店舗統合　　店舗統合

統
合
統
合

令和6年3月22日㈮
窓口とATM
午後３時まで

ATMにつきましては
3月25日㈪

午前11時から
ご利用いただけます

現　　　  在

継   承   支   店

令和6年3月22日㈮

現　　　  在現　　　  在現　　　  在

新和支店新和支店
住所  さいたま市岩槻区
　　尾ヶ崎1081-1
TEL  048－798－0004

岩槻城南支店岩槻城南支店
住所  さいたま市岩槻区
　　城南4-1-39
TEL 048－798－3345

令和６年３月25日㈪から

◎貯金・共済契約等のお取り引きは全て岩槻城南支店に引き継がれます。

　平素、当組合事業につきましては、格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。
　このたび下記のとおり店舗の統合、ATMの終了についてお知らせいたします。
　ご不便をおかけすることと存じますが、これまで以上に組合員、利用者の皆さまの信頼にお応えし、よ
り一層サービスの向上に努めてまいります。何卒ご理解とご協力をたまわりますよう、よろしくお願い申
し上げます。

詳細は
ホームページを
ご覧ください

　組合員・利用者皆さまには長年のご愛顧に感謝申し上げま
す。ご不便をおかけし大変申し訳ございませんが、最寄りの
ATMのご利用をお願いいたします。

ＡＴＭ営業終了ＡＴＭ営業終了 旧清久支店ATM
令和６年

３月15日㈮
　午後３時まで

※都合により時間が変更になる場合があります。

お　知　ら　せ

なんさい 18



主要事業の概要
── 令和５年11月末現在 ──

出資金につきましては、29億1,867万円です。

令和５年11月末 令和５年３月末 前年度末
増　　減

正 組 合 員 数 9,258人 9,216人 42人
准 組 合 員 数 19,389人 19,166人 223人
組合員数合計 28,647人 28,382人 265人

令和５年11月末 令和４年11月末 前年度
同月対比

貯 金 高 2,778億5,865万円 2,824億2,884万円 98.3%
貸 出 金 686億9,896万円 659億1,622万円 104.2%
共 済 保 有 高 5,960億6,339万円 6,076億371万円 98.1%
販 売 高 20億6,955万円 17億8,908万円 115.6%
購買品Ⅰ供給高 14億4,378万円 15億927万円 95.6%
購買品Ⅱ供給高
（ 各 直 売 所 ） 8億2,362万円 7億8,447万円 104.9%

　今年も急に寒くなり、突然冬に突入しました。昨年ぐらいから日本の四季はなく
なり、二季（夏と冬）になった気がします。今年は春に桜が咲きましたが、私の大
好きな、桜と菜の花の開花は春じゃなくなってしまう時が来るかもしれませんね（涙）
　魚の分布域が北上し、変化している水産業や農業もこれまでとは違う収穫時期と
か…いろいろ変わっていくだろうな～って思います。
　「地震・雷・火事・おやじ」ではなく、「地震・雷・火事・温暖化」今はもう「おやじ」
は怖くない時代ですかね… 編集担当  Ｎo

※ 貸出金については、貸付留保金を控除しています。

※

【理事会だより】
　令和５年11月27日、定例理事会が行われ、
次の事項について審議され、全議案原案通り
可決・承認されました。

⑴  令和５年10月末財務状況について
⑵  令和５年度上半期監事監査の指摘事項に
対する改善状況について

⑶  令和５年度上半期ディスクロージャー誌
の発行について

⑷   令和５年産規格外米内金の設定について
（ＪＡ南彩米穀共同計算委員会報告）
⑸  マネー・ローンダリング等関連規程類の
変更について

⑹  岩槻城南支店の什器備品購入について
⑺  固定資産の取得について（旧食堂浄化槽
中空糸膜更新工事について）

⑻  固定資産の取得について（春日部精米プ
ラント増設）

⑼  遊休資産の譲渡に伴う地中杭撤去について
⑽  理事との取引の承認について
⑾  理事との取引の追認について
⑿  理事との取引の追認について
⒀  年末賞与の支給について 編

集
後
記

⒀  年末賞与の支給について⒀  年末賞与の支給について

※応募ハガキに基づく個人情報は抽選、景品の発送、
意見等の掲載に使用させて頂きます。あらかじめご
了承下さい。
※おひとり様１枚までのご応募とさせて頂きます。

63 〒344－0064
春
日
部
市
南
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二重枠に入った数字の合計はいくつ？
NumberPlaceNumberPlace出題　ニコリ数独

11月号応募総数63通

11月号の答え

答え 　　15

おいしそう
だね…

おいしいよ…

応
募
方
法

　 正解者の中から抽選で10名様に図書カードを
プレゼント。
【締切日】１月末日 発表は３月号です。

  ルール
①  空いているマスに、１から９までの数字のどれか
を入れます。

②  タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれた
３×３のブロック（それぞれ９マスあるブロック
が９つ）のいずれにも１から９までの数字が１つ
ずつ入ります。

当選者の発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。
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「新規いちご栽培塾」「新規いちご栽培塾」

受講生募集!
　JA南彩管内の特産である苺生産をさらに発展させるために、新たに苺栽培を
志す方及び苺栽培を学びたい方を対象に、実技を中心とした講座を開設します。
　講習は、栽培全般について実習を行い技術の習得を支援します。

講座開催日
令和６年４月～令和７年３月

（毎月　第２週・第４週木曜日）（講習会は年間23回開催）
開催時間

14：00～16：00
開催場所

久喜市菖蒲町小林地区の苺園（土耕）及び
菖蒲グリーンセンター養液ハウス（水耕）

対 象 者
 JA南彩管内に在住の組合員または准組合
員（准組合員に加入する意思のある方）
で、新たに苺栽培を志す方、または栽培
を学びたい方

人　　員
15～20名程度（応募多数の場合は調整さ
せていただくことがあります）

受講内容
苺栽培全般
応募締め切り日

令和６年２月22日㈭
　　　　　　

年間受講費
5,000円

お問合せ先 JA南彩 営農経済部 営農支援課　担当　藤村　 TEL  048‒720‒8092

申込み方法
希望受講者の氏名、住所、電話番号、農業経験の有無（有の場合は作物名や面積）、希
望の動機を記入し、「新規いちご栽培塾希望」と明記して、下記あてに ｢ハガキ｣ 又は 
｢FAX｣ で申込みください。

【ハガキ申込み先】
〒344‒0064  春日部市南２丁目４番30号
　JA南彩 営農経済部 営農支援課
　「新規いちご栽培塾」担当宛

【FAX申込み先】
JA南彩　営農経済部　営農支援課
　FAX  048‒720‒8095

送 付 先

ご葬儀ご葬儀のの事前相談・ご連絡事前相談・ご連絡はは

発行責任者／南彩農業協同組合
　　　　　　代表理事組合長　菊池義雄
　　編　集／企画管理部総合企画課　〒344－0064
　　　　　　埼玉県春日部市南二丁目4番30号
　　　　　　TEL   048（720）8051　FAX  048（720）8052 古紙配合率 100％再生紙を使用しています

332
令和６年１月１日発行

JA葬祭総合センター
0120‒145‒731（24時間・365日対応）

お知らせ

番号案内サービス（104）へお問合せの際は、必ずJA南彩の葬儀とおたずねください。

▲ ▲ こちらの問合せフォームこちらの問合せフォーム
からメールでの相談も可からメールでの相談も可
能です。能です。




